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西 潔 芳 男
     THE EFFECT OF CHINESE DRUG THERAPY ON THE 
          PATIENTS WITH MALE INFERTILITY 
       1) CONCOMITANT ADMINISTRATION OF NINJINTO AND 
         HACHIMIJIOGAN ON PATIENTS WITH MALE INFERTILITY 
                            Yoshio  NISHIZAWA 
                  From the Department of Internal Medicine, Ueni Hospital 
   Ten patients (age range, 28 to 36 years with a mean of  32.3years) with male infertility 
were orally given Ninjinto and Hachimijiogan concomitantly at a daily dose of  7.5 g each 
for 96 to 182 days (mean  116.8 days). 
   Ten percent of these patients showed remarkable improvement in their volume of semen, 
10% showed improvement and  80.  0% showed no improvement. Thirty percent of these 
patients showed remarkable improvement in the number of sperm,  10.  0% showed improvement, 
and  60.  0% showed no improvement. Twenty percent of these patients showed remarkable 
improvement in their sperm mobility,  30.0% showed improvement and  50.0% showed no 
improvement. The fertility index was improved markedly in  60.0%, improved in  20.0% 
and not improved in  20.0%. The spouses of 2 patients became pregnant. Side effects were 
seen in only  30.0% (epigastralgia) of these patients. Laboratory examination of these 
patients revealed no significant change. 
   These results suggested thatconcomitant administration of Ninjinto and  Hachimijiogan 
is effective on patients with male infertility. 





































































6)臨 床 検査 値 の変 化
人 参 湯,八 味 地 黄 丸 併 用 投 与前 のRBC,WBC,Hct,
Hb,Platelet,GOT,GPT,LDH,LAP,γ一GTP,
Alp,BUN,Creatinine,Uricacid,Na,K,Ca,
Cl,FBSを100とし,投 与 終 了後 の これ ら値 を投 与 前
値 に 対 す るperccntageで表 現 した.
結 果
1)精 液 量 の増 加
人参 湯,八味 地 黄 丸 併 用 投 与 前 の精 液 量 は,平 均2.73
±0.93ml(平均 値 ±標 準 偏 差:mean±SD)で あ っ
た が,投 与12週後 に は3.28±o.89/mlとな った ・ す な
わ ち,著 効1例(10.O%),有 効1例(10・O%)不 変8
例(80.O%),減少0例(0%)で 有 効 以 上10例 中2
例(20.O%)であ った(Table5).投 与 後30日ご との
精 液 量 の変 化 をFig.1に しめ す.
2)精 子 数 の 変 化
人参 湯,八 味 地 黄 丸 併 用 投 与 前 の精 子 数 はMean±
SDで1,170±706/mlであ った が,投 与12週 後 には
2,185±1,129/mlとな った.す な わ ち,著 効3例(30.o
%)有 効1例(10.0%),不変6例(60.0%)減少0例(0
%)で 有 効 以 上4例(40.O%)で あ った(Table6).
投 与 後30日ご との 精 子 数 の変 化 をFig.2に しめ す.
3)精 子 運 動 率 の変 化
人参 湯,八 味 地 黄 丸 併 用 投 与 前 の精 子 運 動 率 は29.0
±23.2%であ っ たが,投 与 終 了後 に は33.5±27.O%と
な っ た.す な わ ち著 効2例(20.O%)有効3例(30.0%)
不 変5例(50.O%),減 少0例(0%)で 有 効 以 上5例
(50.O%)であ った(Tab正e7).投 与 後30日 ご と の
精 子 運 動 率 の変 化 をFig.3に しめ す.
4)FIに 対 す る効 果
人参 湯,八 味 地黄 丸 併用12週投 与 後,FIは10例 中
著 効6例(60.O%o)有効2例(20.O%)不 変2例(2G.0
%)で 有 効 以 上10例 中8例(80.O%)で あ っ た(Ta-
ble8).
5)副 作 用
全10症例 中3例(30.O%)に お い て 軽 度 心 窩 部 痛 を
訴 え た が 投 薬 を 中 止 す るに は いた らなか った.(Data
notshown)
6)人 参 湯 八 味 地 黄 丸 併 用 投 与 後 の臨 床 検 査 値 の変
動
人 参 湯,八 味 地 黄 丸 投 与 前 値 を100%と し,RBC,
WBC,Hb,Hct,Platelet,GOT,GPT,LDH,LAP,
γ.GTP,Alp,BUN,Creatinine,Uricacid,Na,













































































































































































































































































































































































































































































































































































一 伽 十 十





























































































































































































と して 求 め た(Table9).全測 定 臨 床 検 査 値 に 関 し有
意 の変 化 は 認 め られ な か った.
7)妊 娠 例
10例中2例(20.0%)に お い て,人 参 湯,八 昧 地 黄






































































神は70.5%5)の増加を認めると報告 してお り,これ ら
の結果 ともよく一致 した結果 といえよう.さ らに,本























































































































































































































































































































































率の改善は乏 しく,これ ら症例においては人参湯 八
味地黄丸併用 による精子運動率改善効果は乏 しい と




























































































































































































本臨床検討 をす るにあた り,(株)津 村順天堂 ならびに,
技術上,そ の他協 力たまわ りました藤沢祐子嬢 に深謝致 しま
す.
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